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とびひ（伝染性膿痂疹）とは？ 

とびひ（伝染性膿痂疹、でんせんせいのうかしん）は、ブドウ球菌やレンサ球菌を

原因とする、細菌性の感染症です。接触によって病気がうつり、火事の飛び火の

ように素早く広がってしまうことから「とびひ」という俗称がつけられ、知られてい

ます。 

とびひの種類​

大きく分けて、水ぶくれができる「水疱性膿痂疹」と、かさぶたができる「痂皮性

膿痂疹」の2種類があります。水疱性膿痂疹は鼻・口・目の付近から症状が始ま



ることが多く、全身に広がっていくことがよくあります。痂皮性膿痂疹は全身のど

こにでも発症する可能性があります。 

水疱性膿痂疹 

黄色ブドウ球菌が原因菌です。皮膚に水ぶくれが急速にできたあと、次第に膿

をもつようになり、最終的に破けて皮膚がただれたような状態になる疾患です。

うずくような強いかゆみを伴うことがあり、患部をひっかくと破けると滲出液が出

てくるので、それが付着した手で体の他の部位や他人に触れると感染させてしま

います。特に湿度が高く温暖な夏にかかりやすいです。 

痂皮性膿痂疹 

主に化膿レンサ球菌が原因菌ですが、黄色ブドウ球菌にも同時に感染している

ことがしばしばあります。赤く皮膚が腫れ、小さくて厚いかさぶたが多数出現しま

す。強い炎症と疼痛を伴うことがよくあり、全身症状として発熱、リンパ節の腫

脹、咽頭痛などを併発することがあります。小児よりも成人によく見られます。季

節に関係なく感染は起こります。 

とびひ（伝染性膿痂疹）の原因 

湿度が高い、不衛生であるといった環境的な要因に加え、黄色ブドウ球菌やレ

ンサ球菌など体内に入り込んだ原因菌に対して体のバリア機能・免疫機能が十

分に働かないと発症しやすくなります。 

傷口やあせも、虫刺され、湿疹の患部などをひっかいたりしてしまうと、とびひの

原因になることがあります。また、鼻の中や穴の近くには細菌が多く、鼻を触るく

せがある子供は、その周りにとびひの病変が発症するケースがよく見られます。 



 

とびひ（伝染性膿痂疹）の治療 

治療には主に抗生剤の外用薬を使用しますが、子どもの場合は、抗菌薬の内

服薬もよく処方します。また、かゆみの強いときは。掻把すると感染が拡大する

ため、抗ヒスタミン剤内服も併用します。 

まず、患部を石鹸と清潔な水で1日数回やさしく洗浄します。水疱性膿痂疹に対

しては、病変の起こっている範囲に対して抗生剤の軟膏を塗ります。全体をガー

ゼで覆い、1日1~2回取り替えます。また、病変が広範囲に広がっている患者の

場合は、セフェム系などの経口抗菌薬を使うこともあります。 

痂皮性膿痂疹の場合は、レンサ球菌が原因菌のことが多いので、ペニシリン系

抗生物質などを使用します。 

とびひ（伝染性膿痂疹）の予防や注意事項 

とびひにかからないための予防法として、まずは手や体をよく洗うこと、また、う

がいや保湿のスキンケアなどをきちんとすること、鼻のまわりや鼻の中の皮膚を

きれいにすることです。 



また、体の免疫機能が低下していることで発症しやすくなるので、食生活や睡眠

に気をつけて、健康的に過ごすようにしておくこともおすすめします。 

黄色ブドウ球菌は、とびひ以外のさまざまな皮膚症の原因にもなります。特にバ

リア機能の弱い乳幼児は、毒素が血液に入り込むことによるブドウ球菌性熱傷

様皮膚症候群にかかりやすく、感染した場合は入院治療を要します。普段から

予防することが大切です。 

とびひを発症したら、感染を防ぐために同居の家族などとはタオルや衣類を共有

しないでください。 


